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主催｜Fukuoka Art Next 推進委員会　お問い合わせ｜TEL： 092-707-3779（受付時間 平日10:00–17:00）

9.13｜土｜―9.28｜日｜SAT SUN 福岡市美術館 2階 特別展示室
上｜友沢こたお 《slime XCIX》 2022年 遠山正道氏蔵 ©Kotao Tomozawa 　 下｜奥山帆夏 《curtain》 2021年 吉田浩一郎氏蔵



コレクターズⅣ
今年で4回目となる本展では、事業家の遠山正道氏と吉田
浩一郎氏のコレクションから代表的な46点を展示します。
遠山氏にとり、アートとは「見えないトリガー」。多岐にわた
るジャンルや主題を持つ作品は、ビジネスや生活において
気付きやヒントを与えてくれる存在です。
一方、線や色彩の集積で作られる作品を多く所蔵する吉田
氏にとり、アートは彼自身の心を映し出す「鏡」の役割を
持っています。
二人の、性格の異なるコレクションを観ることで、コレク
ターの人となりを感じていただき、さらに二人のコレク
ションが来場者の皆さんにとり、「トリガー」となり、「鏡」と
なれば幸いです。

展 示 名
会 期
会 場
開館時間
休 館 日
観 覧 料

｜コレクターズIV　ートリガーと鏡ー
｜2025年9月13日（土）–9月28日（日）

｜福岡市美術館2階 特別展示室（福岡市中央区大濠公園1-6）

｜9:30–17:30（※金・土は20:00まで）※最終入場は30分前まで
｜9月16日（火）、9月22日（月）

｜一般200円（150円）、高大生150円（100円）、中学生以下無料
 ※（　）内は20名以上の団体料金。
 ※身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳、障害者手帳「ミライロID」の提示者とその介護者1名および特定疾患医療受給者証、

 　特定医療費（指定難病）受給者証、先天性血液凝固因子障害等医療受給者証、小児慢性特定疾病医療受給者証の提示者/福岡市、北九州市、

 　熊本市、鹿児島市在住の65歳以上の方（住所と年月日がわかるものを提出）/wa+club（わたすクラブ）会員は観覧無料

｜

■福岡市地下鉄 空港線　大濠公園駅（福岡市美術館口）下車、徒歩10分
 七隈線　六本松駅（科学館前）下車、徒歩10分
■西鉄バス 系統番号13/140 福岡市美術館東口下車、徒歩3分
 系統番号6/7/12/113/114/200～206/208 赤坂三丁目下車、徒歩5分
 系統番号6-1 福岡城・NHK放送センター入口下車、徒歩3分
■車 福岡都市高速 西公園ランプから5分
 福岡市美術館専用駐車場（有料：200円／1時間）

 利用時間： 9:00～21:00（開館日のみ）

 ※混雑、休日は大変混み合います。公共の交通機関をご利用ください。

メインプログラム

「コレクターズIV」展示の詳細は、
FaN Week 2025公式サイトをご覧ください。

詳細なアクセス情報は、
福岡市美術館公式サイトをご覧ください。

092-707-3779（受付時間 平日10:00–17:00）

Access

福岡市美術館、福岡アジア美術館、Artist Cafe Fukuokaでの特別
な展示だけでなく、4月に天神に開業したONE FUKUOKA BLDG.
１階グランドロビーでは、第3回福岡アートアワード・市長賞を受賞
された福岡作家：牛島智子氏の大型インスタレーションを展示する
ほか、多くのFaNパートナーやアートギャラリーが、この期間だけ、
とっておきのアートイベントを開催。
街のいたるところでいろんなアートに出会えます。
また、記念すべき第10回を迎えるアジアをコンセプトにした国内最大
級のアートフェア「ART FAIR ASIA FUKUOKA 2025」をマリン
メッセ福岡B館で開催します。
今、最もフレッシュな福岡やアジアのアートシーンを、ギュッと濃縮
した特別な16日間です。ぜひお楽しみください。

FaN Week 2025

1962年東京生まれ。「Soup Stock Tokyo」「The 
Chain Museum」「ArtSticker」など様々な事業
やブランドを展開する。大学教授やアーティストとして
も活動中。ポエトリーバンド「新種のImmigrtionsB」
はフェスやライブなどで活動している。

Masamichi Toyama遠山正道｜
実業家

Art Collector

2011年に株式会社クラウドワークスを創業。「個の
ためのインフラになる」をミッションに掲げ、フリーラ
ンス領域でのDX・AI事業を展開。経済産業省「日本
ベンチャー大賞」など受賞歴多数。アート分野では、

NPO法人越後妻有里山協働機構が主催する「大地
の芸術祭」オフィシャルサポーターや国際文化会館
の美術館整備プロジェクトに携わるなど、文化支援
にも力を注ぐ。

Koichiro Yoshida吉田浩一郎｜
株式会社クラウドワークス／代表取締役社長  兼  CEO 

Art Collector

協　　賛

お問い合わせ｜Fukuoka Art Next 推進委員会　

オフィスゴンチャロフ代表。福岡市美術館学芸員、福岡アジア美術館学芸課
長をへて、2024年に独立。現代美術からサブカルチャーまでを射程に入れ
た企画展制作を中心に活動中。「九州派イン東京地方」（Mikke Gallery／
東京、2024年）キュレーター、「LINKS―菊畑茂久馬」（2024-25年）企画
アドバイザー、「日本の巨大ロボット群像」（2023-25年、福岡市美術館他）
監修を務めた。

Yozo Yamaguchi山口洋三｜ Curator
キュレーター

トリガーと鏡 


